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図 5:J2/J1-0.5の場合の比熱とスカラーカイラリティの副格子オーダー
(3)
4 まとめと今後
我々は,Pyrocloreslab上の反強磁性古典ハイゼンベルグモデルの磁気秩序について,モンテ
カルロシミュレーションを用いて調べた.
まず,最近接相互作用のみの場合 (J2-0)には,普通のカゴメ格子の場合と異なり,T-0で
も四面体部分にスカラーカイラリティが残りスピンは平面構造を取らない.しかし,このスカラー
カイラリティの長距離秩序は低温まで見られない.
次近接相互作用を強磁性的にした場合には,四面体部分のスカラーカイラリティが低温で急激
に減少し,T- 0でスピンは平面構造を取る.また,次近接相互作用を反強磁性にした場合には,
スカラーカイラリティが部分無秩序的な準長距離秩序を示す状態-とKT的な相転移をする.
このように,Pylochloreslab上の反強磁性体は,単層のカゴメ格子上の反強磁性体と大きく異
なる振る舞いをすることがわかった.しかし,依然としてSCGOの実験でみられたスピングラス
的な振る舞いを説明するには不十分である.今後は,ランダムネスの効果などを考慮 して,実験
的事実の説明を試みたい.
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